
チケット予約方法

2.電話予約

※会員電話先行予約期間のみ、先行予約を受け付けます。
※先行予約日が会員期限内であれば先行予約が可能です。また、チケット購入日が会
員期限内であれば、割引特典が受けられます。

PiPi会員の方（受付時間 9：00～ 17：00）

PiPi会員専用 先行予約電話

 0568-85-6078

※チケット発売初日のみ、10：00からの受け付けとなります。
※電話予約での座席の指定はできません。

一般の方（受付時間 9：00～ 21：30）

 0568-85-6868

チケット発売初日の販売開始時間
●文化フォーラム春日井2階・文化情報プラザ／窓口販売 9：00～
●かすがい市民文化財団／電話・インターネット予約 10：00～
●チケットぴあ／スポット・電話予約・ 
 コンビニ（サークルK、サンクス、セブンイレブン）での直接購入 10：00～
●ローソンチケット／電話予約・ローソン・ミニストップでの直接購入 10：00～
●セブンチケット／セブンイレブン マルチコピー機での直接購入 10：00～
●イープラス／ファミリーマート ファミポートでの直接購入 10：00～

P

P
P 文化フォーラム春日井春日井市民会館

かすがい市民文化財団 主催事業  チケットインフォメーション

1.インターネット予約
当財団ホームページから「オンラインチケットの予約・購入」をご利用ください。

※チケット受取方法は代金引換サービスのみとなります。
※全席指定公演についてはお好きな座席を選べます（一部公演を除く）。

文化はかすがい 検  索

チケット受取方法
1.文化情報プラザで受取り（営業時間 9：00～ 19：00）

文化フォーラム春日井2階の文化情報プラザで、チケットを料金とお引換えください。
取置き期間は2週間です。
※PiPi会員先行予約チケットの受取りは一般発売日以降になります。
※取置き期限が過ぎても自動的にキャンセルにはなりません。

2.郵送で受取り（代金引換サービス）
郵便局の代金引換サービスで、ご自宅にチケットをお届けいたします。
チケットと引換えに郵便局員に指定の代金をお支払いください。
※ご予約後、1週間程度でお届けします。日にち・時間の指定はできません。
※チケット代金の他に、送料として¥500程度が必要です。

※前売完売の場合、当日券はありません。　※チケットの価格は税込みです。
※予約済チケットや購入済チケットのキャンセル・払戻しはできません。

友の会PiPiは、こんなにお得!!

お電話一本で入会できます! 0568-85-6078

・一般に先駆けて申込み!  ・入場料が1～2割引!
・最新情報をご自宅にお届け!  他にもまだまだ特典あり!

ＪＲ中央本線「春日井駅」
北口より
・名鉄バス「鳥居松」下車すぐ
・徒歩 20分
・無料レンタサイクル 5分

かすがいシティバスで
お越しの方
・「市役所」下車すぐ

※駐車場は混雑が予想され
ます。なるべく公共交通機関
や乗合せをご利用ください。

レギュラー会員 ¥2,000／ゴールド会員 ¥3,000／プラチナ会員 ¥10,000

交通のご案内

2014 4-5月

Apr/May

Vol.61

松竹大歌舞伎   テキスト=おくだ健太郎

ミュージカル『小野小町』   テキスト=内館牧子

山下洋輔 × 松本治 インタビュー

谷本賢一郎 インタビュー vol.02

SERIES 映画・美術・自分史・音楽

突撃！ PiPi提携ショップ／最近、こんなの読んでます

みうらじゅん／ COMING SOON!

わたしレポート／校歌は、地域をうたう
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新 規 入 会 受 付 中！

“友の会PiPi”
かすがい市民文化財団

特典の
ご紹介！

かすがい市民文化財団

 “友の会PiPi” うれしい特典！７つの

1 チケットの先行申込みができます！
（一般発売より早い！）

2 チケットが割引価格で購入できます！（一般価格から1～2割引！）

3 イベント情報をご自宅にお届けします！

4「コロナシネマワールド特別ご鑑賞券」が特別価格！

5

6 提携ショップで様々なサービスを受けられます！

7 会員限定のスペシャルイベントに参加できます！

大人1,080円 小人 740円 ※3才以上高校生まで

「スターキャット直営館共通鑑賞券」が特別価格！
大人1,300円 ※伏見ミリオン座、センチュリーシネマで利用可能

●レストランバー Lime Stone  ●FUTURO cafe+dining  ●茶楽家 わ
れもこう  ●洋食ダイニング オガッシ  ●オガッシ食堂  ●いわま楽器  ●
丸十伊藤書店  ●とりとり亭 勝川駅前店  ●カフェ 百時  ●カフェ 
BERGEN  ●フラワーショップ 花元  ●美容室 ココ  ●美容院 
Atchoum（アッチュム！）  ●α cafe  ●ヒロ・ミュージックスタジオ  ●和食 
黒潮  ●（有）カワイ建築  ●バスケットボールPROSHOP  ブザービー
ター  ●ホテルプラザ勝川  ●パティスリー メリ・メロ  ●LOCH NESS
（ロッホネス）  ●ネイルズ ジューシー  ●蕎麦の三心  ●Barcafe Buono
（バルカフェ ボーノ）  ●Café Comodo（カフェ コモード）  ●CAFE 
CAWA  ●Re-style+cafe（リ・スタイル プラス カフェ）  ●Ho'o pono 
pono（ホオポノポノ）  ●地酒とワインの店 マルマタ  ●Cafe&Bar 
SQUARE（スクエア）  ●ベリーニ喜多川や  ●餅彦  ●Boulangerie 
L'Arc-en-Ciel（ラルカンシエル）　　　　　　　　　（平成26年3月1日現在）

５００ポイント
貯めると

会員価格
から、さら

に

５００円割引
！

※詳細は
お問合せく

ださい

ポイントを
貯めて

さらにお得
！

TEL 0568-85-6078

D-high DANCE CIRCLED-high DANCE CIRCLE
ディーハイ  ダンス サークルディーハイ  ダンス サークル

お問合せ 宙 -sora- TEL：090-1741-1145（代表）info@d-high.com春日井市鳥居松町4-168 春日ビル4Ｆ

▲OKB TVCM
コンテスト特別賞
TVCM出演　

初心者から経験者までしっかり対応

活動の様子はWebで！
www.d-high.com

ダンスが楽しく、
上手くなる！
講師陣も実力派揃い！

月曜 18：00～19：00  会場：宙 -sora-
「フォーラムプレス 61号見た」で
体験レッスン (要予約) 500円が無料！

初心者におすすめ！ 

入門クラス



松竹大歌舞伎関連企画　

極付！ 歌舞伎セミナー
「松竹大歌舞伎が10倍楽しくなった!」と大好評だった歌舞伎セ
ミナー。NHKで伝統文化番組を担当していた葛西聖司が今年
も、役者や演目の見どころをたっぷりと解説します。

6/14（土）14:00～（開場は30分前）
｜ 春日井市民会館

［料金］￥500
※松竹大歌舞伎春日井公演のチケット
持参の方は無料、チケットを当日提示
全自由席、当日券同額

［取扱い］文化フォーラム春日井・
文化情報プラザ、電話予約

松竹大歌舞伎 
7/27（日）昼の部12:00～／夕方の部16:30～（開場は30分前） ｜ 春日井市民会館
［チケット情報］
●PiPi会員はがき先行申込締切 4/6（日）〈必着〉 ※会員期限が2014/3/31以降の方のみ申込可

●チケットぴあ特別電話先行予約 4/19（土）10:00～24:00  ☎0570-02-9986（音声ガイダンス） 
●一般発売  4/26（土）～
［料金］S席￥7,500、A席￥5,500、B席￥3,500　全席指定、当日券同額、3歳以上有料
PiPi会員は上記金額の￥500引き　　［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報プラザ、
電話＆インターネット予約、チケットぴあ（Pコード435-478）

中
村
吉
右
衛
門 
率
い
る

中
村
又
五
郎
・
歌
昇 

襲
名
披
露
公
演

播
磨
屋

引
く
に
引
け
な
い
男
の
達
引

おくだ けんたろう（歌舞伎ソムリエ）
1965年、愛知県生まれ。大学入学で上京後、歌舞伎に出会い熱中、立ち見席に通いつめる。
現在、歌舞伎イヤホンガイド解説者。歌舞伎のトーク会「おくだ会」、御園座若鯱カブキクラブな
どで、歌舞伎の楽しさを伝えるため、多方面で活動中。
ブログ「おくだ健太郎・歌舞伎ソムリエ」  http://ameblo.jp/okken/

片道￥100（JR春日井駅 → 市民会館　11:00～開演まで／15:30～開演まで）（市民会館 → JR春日井駅　終演～30分程度）専用シャトルバスを
運行！

葛西聖司（アナウンサー）

独立行政法人日本芸術文化振興会 所蔵

早稲田大学演劇博物館 所蔵

「昼の部」「夕方の部」ともに同演目の開催です

理
由
が
あ
る
ん
で
す
。

た
だ
、そ
う
い
う
事
情
を
、放
駒
は
、前
も
っ

て
は
、
ま
っ
た
く
知
ら
さ
れ
て
ま
せ
ん
。
勝

負
が
す
ん
だ
後
で
、「
さ
っ
き
の
は
、
じ
つ
は

…

」
と
、
濡
髪
か
ら
打
ち
明
け
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
シ
ョ
ッ
ク
で
す
よ
。
自
分
の
実

力
が
通
用
し
た
ん
だ
、
勝
て
た
ん
だ
、
と
い

う
喜
び
に
、
い
き
な
り
水
を
か
け
ら
れ
る
よ

う
な
も
の
で
す
も
の
。

思
わ
ぬ
ボ
タ
ン
の
か
け
ち
が
い
か
ら
、
一

気
に
生
じ
る
「
ぴ
り
ぴ
り
ム
ー
ド
」。
濡
髪
長

五
郎
と
放
駒
長
吉 ̶

 
長
五
郎
と
長
吉
す
な

た
ん
で
す
。
相
撲
の
こ
と
を
、
当
時
は
）
の

場
所
で
、
放
駒
長
吉
と
い
う
、
素
人
の
若
手

力
士
の
、
と
び
い
り
参
加
の
挑
戦
を
受
け
て

立
ち
ま
す
。

こ
の
放
駒
と
い
う
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
一

本
気
な
若
者
を
、
こ
の
た
び
襲
名
の
新
・
歌

昇
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
つ
と
め
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
一
番 ̶

 

お
っ
と
！
大
番

狂
わ
せ
で
、
濡
髪
が
負
け
ち
ゃ
う
。
高
校
球

児
が
マ
ー
く
ん
か
ら
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
か
っ
飛

ば
す
よ
う
な
、
信
じ
ら
れ
な
い
展
開
。

じ
つ
は
濡
髪
は
、
わ
ざ
と
手
を
抜
い
た
ん

で
す
。
そ
こ
に
は
、
自
分
を
ひ
い
き
に
し
て

く
れ
る
若
旦
那
を
、
恋
敵
の
意
地
悪
な
侍
か

ら
、
何
と
か
し
て
守
ろ
う
と
す
る
、
ふ
か
い

毎
年
の
夏
の
お
た
の
し
み
、
松
竹
大
歌
舞

伎
の
巡
業
公
演
。
こ
と
し
は
、
当
代
き
っ
て

の
大
看
板
・
中
村
吉
右
衛
門
が
率
い
る
、『
三

代
目
・
中
村
又
五
郎
、
四
代
目
・
中
村
歌
昇 

襲
名
披
露
』
の
舞
台
を
、ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

父
子
そ
ろ
っ
て
の
ダ
ブ
ル
襲
名
。
又
五
郎
、

歌
昇
と
も
に
、
吉
右
衛
門
家
す
な
わ
ち
「
播

磨
屋
」
の
、
た
い
せ
つ
な
名
跡
で
す
。

幕
あ
き
を
か
ざ
る
の
は
、
座
頭
の
吉
右
衛

門
が
、
堂
々
た
る
存
在
感
の
関
取
・
濡
髪
長

五
郎
を
演
じ
る
、『
双
蝶
々
曲
輪
日
記
・
角
力

場
』
と
い
う
演
目
で
す
。

人
気
も
実
力
も
ば
つ
ぐ
ん
の
大
関
・
濡
髪

が
、
大
坂
の
角
力
（
と
書
く
こ
と
も
多
か
っ

わ
ち
「
双
蝶
々
」
の
、
火
花
の
出
る
よ
う
な

や
り
と
り
に
、
客
席
の
皆
さ
ん
も
、
手
に
汗

に
ぎ
る
こ
と
、
う
け
あ
い
で
す
。

か
た
や
、
新
・
又
五
郎
が
、
朴
訥
な
絵
師
・

又
平
を
つ
と
め
る
の
が
、『
傾
城
反
魂
香
』
と

い
う
お
芝
居
。
か
の
近
松
門
左
衛
門
が
、
日

本
画
の
世
界
と
、
武
家
の
お
家
騒
動
と
を
か

ら
め
て
書
い
た
の
が
原
作
で
す
。

又
平
は
、
絵
筆
の
腕
は
た
し
か
な
の
で
す

が
、
ま
だ
才
能
が
開
花
し
き
っ
て
い
ま
せ
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。

彼
は
、
こ
と
ば
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、
つ
っ
か
え
つ
っ
か
え
に

な
っ
て
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ま
う
こ
と
を
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気
に
病
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で
ま
す
。
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又
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ち
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い
う
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唯
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人
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、
師
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と
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佐
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又
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一
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の
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て
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師
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な
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言
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を
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又
平
に
か
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す
。

と
う
と
う
又
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れ
が
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れ
の
、
遺

作
だ
」
と
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決
意
を
こ
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て
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師
匠
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の
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手
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に
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す
る
と
、
そ

の
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が
、
ふ
し
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な
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跡
を
お
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し
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あ
た
た
か
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い
じ
ら
し
く
、
又
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に
つ
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添
う
の
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、
女
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お
徳
で
す
。
夫
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手
を
と
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て
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ぐ
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せ
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す
て
き
な
ド
ラ
マ
。
襲
名
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に
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と
言
え
る
ほ
ど
、
生
き
切
っ
て
み
よ
う
」
と
い

う
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　
小
野
小
町
は
極
端
な
男
社
会
の
中
で
、
幼

い
頃
か
ら
多
く
を
学
び
、
自
分
を
磨
い
た
。
美

貌
で
も
才
能
で
も
武
器
に
な
る
も
の
は
武
器

に
し
、
磨
い
た
力
と
心
と
で
、
人
生
を
切
り
拓

い
て
い
っ
た
。
秋
田
生
ま
れ
と
い
う
以
外
、
実

は
小
町
の
人
生
は
謎
が
多
い
。
だ
が
、
晩
年
は

故
郷
に
帰
り
、
死
ぬ
ま
で
悠
然
と
一
人
で
暮
ら

し
た
と
、
秋
田
に
は
伝
わ
っ
て
い
る
。

私
は
今
回
、
春
日
井
市
、
東
大
和
市
、
能

代
市
、
岩
沼
市
、
甲
府
市
の
五
都
市
で
公
演
さ

れ
る
こ
と
を
と
て
も
光
栄
に
思
っ
て
い
る
。
地

方
都
市
で
暮
ら
す
女
性
た
ち
は
、
東
京
在
住
者

と
は
ま
た
別
の
、
個
性
と
精
神
力
と
生
命
力
を

持
つ
。
そ
れ
は
独
自
の
風
土
が
作
り
上
げ
た
も

の
だ
と
思
う
。
現
代
に
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き
る
各
地
の
小
町
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ち
に
、
舞
台
の
小
町
は
全
身
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
る
は
ず
で
あ
る
。

し
た
歌
だ
と
思
っ
た
。「
大
変
な
こ
と
も
あ
っ

た
け
ど
、
人
生
は
面
白
か
っ
た
わ
。
あ
あ
、
十

二
分
に
生
き
切
っ
た
。
最
後
は
遺
体
を
野
良
犬

の
た
め
に
役
立
て
て
。
そ
れ
で
カ
ン
ペ
キ
」
と

い
う
思
い
で
は
な
い
か
。

劇
団
わ
ら
び
座
か
ら
、
小
野
小
町
を
主
人

公
に
脚
本
依
頼
が
あ
っ
た
時
、
私
は
引
き
受

け
る
上
で
、
条
件
を
飲
ん
で
頂
け
る
か
と
聞
い

た
。
そ
れ
は
、「
吾
死
な
ば
」
を
ベ
ー
ス
に
し

て
、
強
く
凛
々
し
く
突
き
進
む
小
町
像
を
描

き
た
い
こ
と
。
こ
れ
は
同
じ
美
人
で
も
、「
花

の
色
は
」
が
表
わ
す
よ
う
な
、
非
力
で
女
の

人
生
を
嘆
く
気
質
と
は
大
き
く
違
う
。
観
客
は

驚
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
小
町
に
は
そ
ん
な
強

さ
と
生
命
力
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
、
資
料
を
広

げ
て
膝
詰
め
談
判
で
あ
る
。

　
私
が
そ
ん
な
小
町
像
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、

現
代
女
性
が
自
分
の
人
生
に
小
町
を
重
ね
、

「
よ
し
、
私
も
頑
張
っ
て
み
よ
う
！ 

死
ん
だ

ら
野
良
犬
の
お
腹
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て
や
っ
て

私
が
小
野
小
町
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、

京
都
の
補
陀
落
寺
で
知
っ
た
一
首
で
あ
る
。

“

吾
死
な
ば

　
　

  

焼
く
な
埋
む
な
野
に
さ
ら
せ

　
　
　

    

痩
せ
た
る
犬
の
腹
肥
や
せ”

小
町
の
晩
年
の
作
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

何
と
壮
絶
な
歌
だ
ろ
う
。「
私
が
死
ん
だ
ら
、

焼
く
こ
と
も
埋
め
る
こ
と
も
し
な
い
で
ね
。
遺

体
は
野
に
放
り
出
し
て
ち
ょ
う
だ
い
。
そ
れ
で

痩
せ
た
野
良
犬
に
食
べ
さ
せ
て
、
お
腹
い
っ
ぱ

い
に
し
て
や
っ
て
」
と
、
こ
う
詠
ん
だ
の
だ
。

世
の
多
く
の
人
は
、私
自
身
も
そ
う
だ
っ
た
が
、

小
野
小
町
と
い
え
ば
反
射
的
に
、

“

花
の
色
は

　

  

移
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に

　
　

 

わ
が
身
世
に
ふ
る
眺
め
せ
し
ま
に”

　
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
。
美
貌
の
歌
人

が
「
あ
あ
、
花
も
女
も
あ
っ
と
い
う
間
に
色
が

衰
え
る
も
の
な
の
ね
」
と
嘆
い
て
い
る
と
解
釈

さ
れ
る
歌
だ
。
こ
の
二
首
が
示
す
小
町
像
は
ま

る
で
違
う
。
そ
の
た
め
か“

吾
死
な
ば
〜”

の

方
は
、別
人
の
作
だ
と
す
る
説
も
あ
る
。
ま
た
、

“

花
の
色
は
〜”

の
よ
う
な
悲
嘆
に
加
え
、
翻

うちだて まきこ

脚本家。1948年、秋田市生まれ。武
蔵野美術大学卒業後、三菱重工業
入社。13年半のＯＬ生活を経て、88
年に脚本家デビュー。2006年東北
大学大学院文学研究科修了。11年
4月、東日本大震災復興構想会議委
員に就任。主な作品に、ＮＨＫ連続テ
レビ小説「ひらり」「私の青空」、大河
ドラマ「毛利元就」、など作品多数。

強く凛 し々く
突き進む小町

弄
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
人
生
を
振
り
返
っ

た
小
町
が
、
自
暴
自
棄
に
な
り
「
犬
に
食
わ
せ

て
よ
ッ
」
と
詠
ん
だ
と
す
る
説
も
あ
る
と
い
う
。

だ
が
調
べ
て
み
る
と
、
小
町
は
時
の
権
力
者
・

藤
原
一
族
を
痛
烈
に
批
判
す
る
歌
を
数
々
詠
ん

で
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、

“

物
を
こ
そ

　
   

岩
根
の
松
も
思
う
ら
め

　
　
　

 

千
代
経
る
末
も
傾
き
に
け
り”

　
が
あ
る
。「
松
」
は
朝
廷
の
こ
と
だ
。
藤
は

松
に
か
ら
み
つ
き
、
力
を
奪
い
、
千
年
も
続
く

朝
廷
を
傾
か
せ
て
い
る
。「
誰
も
口
に
出
し
て

は
岩
根
（
言
わ
な
い
）
け
れ
ど
、
藤
原
と
い
う

の
は
ひ
ど
い
人
た
ち
よ
」
と
、
痛
烈
な
一
撃
を

加
え
て
い
る
と
私
は
解
釈
し
て
い
る
。
皇
族
や

妃
た
ち
は
藤
原
家
か
ら
出
る
こ
と
が
多
く
、
帝

で
さ
え
遠
慮
が
あ
っ
た
と
い
う
権
力
者
に
、
女

の
小
町
が
敢
然
と
歯
向
か
っ
た
の
だ
。
現
代
の

女
で
は
な
く
、
平
安
時
代
の
、
西
暦
八
○
○
年

代
の
女
が
、
で
あ
る
。

　
こ
の
強
さ
、
こ
の
度
胸
、
こ
の
怖
い
も
の

知
ら
ず
。
そ
れ
に
驚
い
た
時
、「
吾
死
な
ば
」

は
小
町
の
歌
だ
。
そ
う
確
信
し
た
。
と
同
時
に
、

決
し
て
自
暴
自
棄
で
詠
ん
だ
の
で
は
な
く
、
思

い
の
ま
ま
に
生
き
て
来
た
女
の
充
足
感
を
表
わ

テキスト＝内館牧子

主な出演者

小野小町
碓井涼子

大町子
丸山有子

猿彦
安達和平

ふ  

だ 

ら
く 
じ

劇団わらび座
ミュージカル「小野小町」
脚本=内館牧子

6/8（日）14:30～ （開場は30分前）

 ｜ 春日井市民会館
［料金］¥3,500、学 生（25歳以下）

¥2,000　PiPi会員は上記金額の
¥200引き  全席指定、当日券同額、未就
学児入場不可
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―
 

今
回
は
、
三
大
交
響
曲
の
一
つ
『
新
世

界
よ
り
』
に
挑
戦
さ
れ
る
と
伺
い
ま
し
た
。

現
時
点
で
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
編
曲
の
構

想
を
、
お
伺
い
し
て
も
よ
い
で
す
か
？

松
本
　『
展
覧
会
の
絵
』
の
時
は
、
第
一
曲
か

ら
書
き
始
め
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
今
回
の
『
新

世
界
よ
り
』
は
第
四
楽
章
か
ら
手
を
つ
け
よ

う
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー

ク
が
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
、
故
郷
へ
の
郷
愁

と
新
天
地
ア
メ
リ
カ
の
雰
囲
気
を
ミ
ッ
ク
ス

し
て
書
い
た
作
品
で
す
か
ら
、
思
い
切
っ
て

ジ
ャ
ズ
の
名
曲
を
入
れ
て
し
ま
お
う
と
。
一

番
盛
り
上
が
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
背
後
や
、
少

し
静
か
に
な
る
場
面
に
「
あ
の
名
曲
が
聴
こ

え
て
く
る
！
」
み
た
い
な
。
ア
メ
リ
カ
と
い

う
こ
と
で
、
原
曲
に
ジ
ャ
ズ
が
入
り
こ
ん
で

い
く
、
そ
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
組
み
あ
が
っ

た
の
で
、
面
白
く
な
る
確
信
が
あ
り
ま
す
。

山
下
　
い
や
あ
、
素
晴
ら
し
い
！ 

小
説
家
の

筒
井
康
隆
さ
ん
が
「
自
分
が
一
番
面
白
い
と

思
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
書
く
」
と
、
最
近
の
講

演
で
話
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
全
体
の
構
成

を
考
え
る
前
に
、
面
白
い
と
思
う
と
こ
ろ
か

ら
考
え
れ
ば
い
い
。
そ
の
通
り
の
こ
と
を
松

本
さ
ん
は
や
っ
て
ま
す
ね
（
笑
）

松
本
　
面
白
い
と
こ
ろ
が
で
き
れ
ば
、
周
り

が
膨
ら
ん
で
い
き
ま
す
か
ら
。

山
下
　
中
心
が
で
き
れ
ば
「
し
め
た
！
」
で

す
も
ん
ね
（
笑
）

松
本
　
そ
う
な
ん
で
す
。

山
下
　
誰
も
が
知
っ
て
る
『
ゴ
ー
イ
ン
グ
・

ホ
ー
ム
（
遠
き
山
に
日
は
落
ち
て
）』
も
あ
る
し
ね
。

松
本
　
あ
そ
こ
は
山
下
さ
ん
と
ア
ル
ト
サ
ッ

ク
ス
で
。

山
下
　
も
う
、
決
ま
っ
て
ま
す
ね
（
笑
）

松
本
　
二
人
を
大
フ
ィ
ー
チ
ャ
リ
ン
グ
し
、

我
々
が
ど
う
絡
み
、
引
き
ず
り
回
し
て
、
爆

発
さ
せ
る
か
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
ダ
メ

な
ん
で
、
第
四
楽
章
を
爆
発
さ
せ
た
い
。

山
下
　
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
た

く
さ
ん
あ
る
よ
ね
。

松
本
　
そ
れ
だ
け
に
頼
ら
ず
、
掟
破
り
を
し

よ
う
と
。

―
 

ヤ
バ
い
で
す
ね
。
大
変
衝
撃
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

山
下
　
僕
も
衝
撃
で
す
。
ビ
ッ
ク
リ
す
る
ね
、

我
な
が
ら
。
交
響
曲
の
中
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
ジ
ャ
ズ
の
要
素
が
入
っ
て
、
全
て
の
ジ
ャ

ズ
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。

―
 

ク
ラ
シ
ッ
ク
で
も
交
響
曲
全
曲
を
聴
く

の
は
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

山
下
　
で
も
ジ
ャ
ズ
は
聴
か
せ
ち
ゃ
い
ま
す
。

松
本
　
交
響
曲
じ
ゃ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
か

も
？  

で
も
、
全
体
と
し
て
は
『
新
世
界
よ
り
』

を
聴
い
た
と
い
う
印
象
が
も
て
る
よ
う
な
編

曲
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
下
　
全
員
が
フ
リ
ー
で
演
奏
す
る
部
分
っ

て
あ
る
？

松
本
　
も
ち
ろ
ん
で
す
。

山
下
　
僕
が
望
む
と
こ
ろ
は
全
て
実
現
さ
れ

て
い
る
！ 

フ
リ
ー
が
加
速
し
て
い
っ
た
ら
、

そ
こ
か
ら
何
か
が
出
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。

松
本
　
第
三
楽
章
あ
た
り
に
入
れ
こ
も
う
か
と
。

山
下
　
あ
あ
、
楽
し
み
だ
な
あ
。
最
初
の
音

も
、
何
も
か
も
楽
し
み
だ
よ
！

―
 

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に

は
挑
み
た
く
な
る
何
か
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
下
　
時
代
に
耐
え
て

残
っ
て
い
る
の
で
、
や
は

り
魅
力
的
な
も
の
が
多
い

ん
で
す
よ
。

　
ジ
ャ
ズ
は
大
昔
か
ら
、
誰
も
が
知
っ
て
い

る
曲
を
、
演
奏
す
る
人
が
ち
ょ
っ
と
変
な
感

じ
に
変
え
て
み
せ
る
。
フ
ェ
イ
ク
と
い
っ
て
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
飾
っ
た
り
歪
め
て
み
た
り
。

コ
イ
ツ
の
や
り
方
は
こ
う
な
ん
だ
、
っ
て
い

う
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
楽

曲
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
元
の
和
音
や
リ
ズ

ム
を
取
り
出
し
て
、
そ
の
上
で
即
興
演
奏
し
、

優
劣
を
問
う
わ
け
で
す
。
バ
ッ
ハ
も
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
や
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
優
劣
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
っ

た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
す
ね
。

　
そ
う
い
う
音
楽
の
聴
き
方
が
、
今
で
は
ジ
ャ

ズ
し
か
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
を
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
で
素
晴
ら
し
く
や
っ
ち
ゃ
い
た
い
。
こ
ん

な
有
名
な
曲
を
コ
イ
ツ
ら
は
こ
ん
な
こ
と
し

ち
ゃ
っ
た
ん
だ
、
と
驚
か
せ
た
い
気
分
が
あ

る
わ
け
で
す
ね
。

―
 

編
曲
の
段
階
で
既
に
、
個
々
の
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
顔
を
全
員
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
作
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
？

松
本
　
そ
う
で
す
ね
。
全
メ
ン
バ
ー
に
信
頼

を
お
い
て
い
る
の
で
、「
こ
の
場
面
で
彼
を

ち
ょ
っ
と
前
に
出
す
と
面
白
い
こ
と
や
っ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
な
が
ら
。
限
界
を

考
え
な
く
て
い
い
メ
ン
バ
ー
な
ん
で
、
本
当

に
あ
り
が
た
い
。
ま
あ
、
何
と
か
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
と
。

山
下
　
私
に
は
限
界
は
あ
り
ま
す
（
笑
）。
で

も
松
本
さ
ん
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
全
員
が
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
も
ソ
ロ
も
満
足
で
き
る
編
曲
が
で

き
る
。
難
し
い
ん
で
す
け
ど
、
み
ん
な
喜
ん

で
や
っ
て
く
れ
る
。
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。

松
本
　
山
下
さ
ん
が
真
ん
中
に
い
る
こ
と
が

大
き
い
ん
で
す
。「
全
部
O
K
」
と
言
っ
て
く

れ
る
許
容
力
と
い
う
か
、
き
っ
と
応
え
て
く

れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
感
と
か
。
お
ま
か

せ
す
れ
ば
、
そ
の
場
を
お
さ
め
て
も
ら
え
る

だ
ろ
う
と
か
。

山
下
　
松
本
さ
ん
は
そ
の
全
て
を
、
あ
う
ん

の
呼
吸
で
わ
か
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。

―
 

山
下
さ
ん
に
お
ま
か
せ
す
る
パ
ー
ト
は
、

楽
譜
に
指
示
が
書
か
れ
て
い
る
ん
で
す
か
？

松
本
　
テ
ー
マ
を
匂
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
と
、

参
考
に
な
る
コ
ー
ド
進
行
を
少
し
書
い
て
、

後
は
「
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
主
体
に
、
い
ろ

い
ろ
と
」
っ
て
書
き
ま
し
た
。

―
 

本
当
に
書
い
て
あ
る
ん
で
す
ね
！

松
本
　「
エ
リ
ッ
ク
を
前
に
」
と
か
も
ね
（
笑
）

山
下
　
あ
る
人
が
前
に
出
て
演
奏
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
、
他
の
人
の
音
を
作
る
ん
で
す
よ
。

そ
の
人
が
い
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
。

松
本
　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
無
い
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
、
シ
ョ
ー
で
も
あ
る
わ
け
で
す
よ
。

山
下
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
に
出
て
き
て
ピ
ア
ノ

の
前
に
座
る
。
今
日
は
ど
ん
な
こ
と
が
始
ま

る
ん
だ
ろ
う
！
っ
て
い
う
期
待
感
が
ね
。

―
 

チ
ー
ム
の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

山
下
　
み
ん
な
で
一
緒
に
音
を
出
す
。
楽
譜

が
あ
る
け
れ
ど
、
一
緒
に
ジ
ャ
ズ
を
や
る
、

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
に
し
か
で
き
な
い
快
感
が
あ

り
ま
す
ね
。

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

山
下
洋
輔

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
・
楽
曲
ア
レ
ン
ジ

松
本
治

四
度
目
の
春
日
井
公
演
を
迎
え
る
、
山
下
洋
輔
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
。

『
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
』『
ボ
レ
ロ
』
に
続
き
、
二
年
前
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
『
組
曲
・
展
覧
会
の
絵
』
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
熱
狂
の
渦
を

巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。
冒
頭
の
印
象
的
な
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
始
ま
り
、
フ
リ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
あ
り
、
全
員
の
ソ
ロ
パ
ー
ト
あ
り
。
ま
さ
に
フ
ル
コ
ー
ス
の
構
成
と
演
奏
は
、

一
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
と
も
言
え
る
衝
撃
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
、
ま
た
新
た
な
局
面
を
迎
え
ま
す
。
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
で
交
響
曲
『
新

世
界
よ
り
』
を
初
披
露
、
そ
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
自
体
も
『
組
曲
・
展
覧
会
の
絵
』

と
の
二
曲
の
み
と
い
う
、
異
例
の
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
親
分
で
あ
る
山
下
洋
輔
と
、
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
松
本
治
に
、

『
新
世
界
よ
り
』
編
曲
前
の
構
想
段
階
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
ス
イ
ン
グ
し
ま
く

る
二
人
の
会
話
に
、
期
待
大
。
さ
あ
、
今
度
は
何
を
や
っ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
!!

INTERVIEW

対   談

こ
ん
な
有
名
な
曲
を
、
こ
ん
な
こ
と
に
し
ち
ゃ
う
ん
だ！

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
で
、
交
響
曲
『
新
世
界
よ
り
』
に
挑
む

 © Eiji Kikuchi

取
材
＝
三
月
五
日
＠
東
京
・
渋
谷
　
テ
キ
ス
ト
＝
ス
タ
ッ
フ 

山
川 

愛

写
真
提
供
＝
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
M
E
G
　
撮
影
＝
中
野
建
太

山
下
さ
ん
が
凄
い
の
は
、
誰
の
音
楽
性
も
否
定
し
な
い
こ
と
。

コ
イ
ツ
、
面
白
い
な
と
思
っ
た
ら
、
に
ゅ
る
に
ゅ
る
に
ゅ
る
と
引
き
出
し
て
、

絡
め
取
っ
て
い
く
（
笑
）。
そ
う
い
う
人
な
ん
で
す
。
凄
い
で
す
よ
、
本
当
に
。

松
本
　
あ
ら
か
じ
め
設
計
図
は
ひ
い
て
あ
り

ま
す
が
、
必
ず
し
も
メ
ン
バ
ー
全
員
の
気
持

ち
が
到
達
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昂

揚
感
を
導
き
出
す
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
い
と
上

手
く
い
か
な
い
わ
け
で
す
。

―
 

合
っ
た
！ 

と
い
う
瞬
間
は
メ
ン
バ
ー

に
響
き
渡
り
ま
す
か
？

松
本
　
嬉
し
い
感
じ
が
、
そ
の
ま
ま
伝
わ
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
手
練
れ
で
経
験
を
積
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
ば
か
り
で
す
け
れ
ど
、
大

人
数
で
「
に
ん
ま
り
」
と
い
う
感
じ
。

山
下
　「
し
て
や
っ
た
り
！
」
と
い
う
瞬
間
も

観
て
ほ
し
い
ね
。

松
本
　
メ
ン
バ
ー
全
員
の
技
術
力
も
あ
り
ま

す
が
、
何
と
い
っ
て
も
山
下
さ
ん
の
統
率
力

に
尽
き
ま
す
。
山
下
さ
ん
が
凄
い
の
は
、
誰

の
音
楽
性
も
否
定
し
な
い
こ
と
。
コ
イ
ツ
、

こ
こ
が
面
白
い
な
と
思
っ
た
ら
、
に
ゅ
る
に
ゅ

る
に
ゅ
る
と
引
き
出
し
て
、
自
分
に
絡
め
取
っ

て
い
く
（
笑
）。
そ
う
い
う
人
な
ん
で
す
。
凄

い
で
す
よ
、
本
当
に
。

―
 

な
か
な
か
、
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

松
本
　
大
抵
の
人
は
失
敗
を
嫌
い
ま
す
か
ら
。

で
も
こ
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
は
、
親
分
に
ま
か

せ
て
お
け
ば
何
と
か
し
て
く
れ
る
と
い
う
信

頼
関
係
が
あ
る
ん
で
す
。

山
下
　
自
分
の
で
き
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味

限
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
中
で
表
現
が
で
き
て

い
る
、
と
い
う
見
極
め
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

そ
れ
を
駆
使
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
な
ん

で
も
挑
戦
し
ち
ゃ
い
た
い
。
対
象
に
よ
っ
て

で
は
な
く
、
ど
ん
な
相
手
で
も
、
ど
ん
な
音

楽
で
も
、
自
分
の
や
り
方
で
で
き
る
と
思
え
ば
、

や
り
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
だ
か
ら
、
失
敗
は

考
え
た
こ
と
が
な
い
で
す
ね
。「
今
、出
ち
ゃ
っ

た
」
そ
う
い
う
も
の
で
す
か
ら
。

松
本
　
音
楽
は
終
わ
る
ま
で
止
め
ち
ゃ
い
け

な
い
、
と
い
う
原
則
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
の
セ
ン
ス
と
努
力
が
要
る
ん
で
す
。

―
 

な
る
ほ
ど
。
そ
ん
な
オ
ー
ル
ス
タ
ー
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
『
展
覧
会
の
絵
』
の
再
演
、

そ
し
て
『
新
世
界
よ
り
』
の
二
曲
だ
け
の
コ

ン
サ
ー
ト
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

5



―
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
が
聴
け
る
そ
う
で
す
ね

谷
本
　
フ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
ロ
ー
で

歌
っ
て
い
る
歌
に
加
え
、
童
謡
や

唱
歌
、『
夢
の
中
へ
』『
上
を
向
い

て
歩
こ
う
』
の
よ
う
な
ポ
ッ
プ
ス

や
歌
謡
曲
、
そ
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
も
歌
い
ま
す
。
楽
器
編
成
も
シ

ン
プ
ル
な
の
で
、
賑
や
か
な
子
供

向
け
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
う
よ
り

も
、
音
楽
の
魅
力
や
味
わ
い
が
伝

え
ら
れ
る
時
間
に
し
た
い
な
と
。

世
代
を
超
え
て
歌
わ
れ
て
い
る
童

謡
や
唱
歌
に
は
、
そ
の
美
し
い
言

葉
や
旋
律
の
心
地
良
さ
を
子
供
達

に
も
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま

す
。
歌
い
繋
い
で
い
く
こ
と
自
体
が
、
僕
の

歌
手
と
し
て
の
仕
事
で
あ
り
、
喜
び
で
も
あ

る
ん
で
す
。

―
 

特
に
思
い
入
れ
の
あ
る
曲
は
？

谷
本
　『
な
ま
え
』
と
い
う
曲
で
す
。 “

名
前”

を
通
し
て
子
供
の
成
長
を
願
う
親
の
気
持
ち

を
綴
っ
た
も
の
で
、
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
必
ず
歌
っ

て
い
ま
す
。僕
に
は
ま
だ
子
供
は
い
な
い
の
で
、

ど
う
歌
お
う
か
迷
い
、
自
分
の
両
親
へ
の
感
謝

を
込
め
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
し

な
が
ら
歌
っ
て
い
た
時
期
が
長
か
っ
た
の
で
、

心
配
も
か
け
た
と
思
い
ま
す
。
夢
を
捨
て
き
れ

ず
、
会
社
を
辞
め
て
歌
の
世
界
に
入
っ
た
と
き

も
、
両
親
は
何
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
に

な
っ
て
や
っ
と
、
素
直
な
感
謝
の
気
持
ち
を
言

え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

―
 

そ
の
気
持
ち
が
、
谷
本
さ
ん
の
瑞
々
し

い
歌
声
に
表
れ
て
い
ま
す
ね
。

谷
本
　
何
の
た
め
に
歌
っ
て
い
る
の
か
、
と

考
え
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
歌
手
を
目
指

し
て
居
酒
屋
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
歌
っ
て
い

た
頃“

今
日
も
疲
れ
た
な
あ”

と
い
う
顔
を

し
て
い
る
人
た
ち
に
、

僕
は
歌
で
何
が
で
き

る
の
か
っ
て
。
自

分
勝
手
な
思
い
や
、

た
だ
明
る
い
歌
を
歌
う
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

「
明
日
も
ち
ょ
っ
と
頑
張
っ
て
み
よ
う
」
と

思
え
る
歌
を
届
け
る
こ
と
が
、
僕
の
目
指
す

歌
手
の
姿
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
自
分
自
身

の
辛
い
時
期
と
も
重
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。

歌
手
と
し
て
の
軌
道
に
乗
ら
な
く
て
。
だ
か

ら
こ
そ
、
何
の
た
め
に
誰
の
た
め
に
歌
う
の

か
、
ど
ん
な
歌
で
も
一
歩
前
に
進
め
る
気
持

ち
で
歌
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

歌
を
歌
う
と
き
の
原
点
で
す
。

  

M
E
M
O
　『
フ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
ロ
ー
』で
演
じ
て
い
る
、

歌
手
を
目
指
す
ア
ル
バ
イ
ト
店
員
「
平
積
傑
作
」
役
と

被
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
が
？ 

と
い
う
質

問
に
、「
そ
う
な
ん
で
す
よ
、
自
分
と
ダ
ブ
ら
せ
て
考

え
る
こ
と
も
多
い
で
す
」
と
谷
本
さ
ん
。
心
洗
わ
れ
る

そ
の
歌
声
は
、
粒
々
辛
苦
を
重
ね
た
結
実
と
し
て
、
私

た
ち
に
温
か
さ
を
運
ん
で
く
れ
ま
す
。

「
僕
の
歌
を
聴
き
た
い
と
言
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
限

り
、
ず
っ
と
歌
い
続
け
て
い
き
た
い
」

明
日
を
照
ら
す
彼
の
歌
声
を
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
、

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
自
分
勝
手
な
思
い
や
、

明
る
い
歌
を
歌
う
だ
け
が
、

良
い
わ
け
じ
ゃ
な
く
っ
て
。

ど
ん
な
歌
で
も
、

一
歩
前
に
進
め
る
よ
う
な

気
持
ち
で
歌
い
た
い
」

Family concert

谷本賢一郎 
ファミリーコンサート
4/26（土）14:00～ （開場は30分前）

 ｜ 春日井市東部市民センター
［料金］おとな ¥2,000、こども（4歳～中学生）

¥1,000　PiPi会員 おとな ¥1,800、こども 
¥900　全席指定、当日券同額、4歳未満入場不可
［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報
プラザ、電話＆インターネット予約、春日井市
東部市民センター窓口、チケットぴあ（Pコー
ド221-464）

たにもと  けんいちろう
1974年兵庫県に生まれ、歌手を目指し2000年上京。08年に、ソロ歌手とし
てデビュー。現在、NHK Eテレ『フックブックロー』に平積傑作役として出演中。

谷本賢一郎さんのファミリーコンサートは、子供はもちろん、大人も楽しめる
工夫がなされています。楽器と歌声だけの生音の良さ、歌詞の意味や豊か
なメロディーに触れられる、贅沢な時間に満ちているのです。
NHK Eテレ『フックブックロー』の平積傑作役
として活躍する谷本さんに、コンサートへの
思いを伺いました。

取材＝12月 1日＠中日劇場
テキスト＝スタッフ　武田里美、山川  愛
写真＝スタッフ　後藤友介

インタビュー vol.02

山下洋輔
スペシャル・ビッグバンド
コンサート2014　
6/29（日）16:00～（開場は30分前）

 ｜ 春日井市民会館
［チケット情報］一般発売 4/5（土）
［料金］￥6,500、学生（25歳以下）￥3,000
PiPi会員は上記金額の￥500引き
全席指定、当日券同額、未就学児入場不可

［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情
報プラザ、電話＆インターネット予約
チケットぴあ（Pコード222-563）
ローソンチケット（Lコード46081）
［主催］かすがい市民文化財団、プラネットアーツ
［企画制作］プラネットアーツ、ジャムライス

【山下洋輔スペシャル・ビッグバンド メンバー】
山下洋輔［pf］、金子健［b］、高橋信之介［ds］　
［Trumpet」エリック宮城、佐々木史郎、木幡光邦、
高瀬龍一　 ［Trombone］松本治、中川英二郎、
片岡雄三、山城純子  　［Saxophone］池田篤、
米田裕也、川嶋哲郎、竹野昌邦、小池修

待望のCDリリースが決定!
コンサート会場のみで販売!
ボレロ｜展覧会の絵
2012年7月開催の、サントリーホール公演
をライブ収録。感動と興奮を再び!
演奏＝山下洋輔スペシャル・ビッグバンド
ゲスト＝茂木大輔（ob）
JamRice　JACD-1401　￥2,500（税込）

松本治が、春日井市内の高校に
クリニックに行ってきました!

―
 

今
回
は
、
三
大
交
響
曲
で
有
名
な
『
新

世
界
よ
り
』
に
挑
戦
さ
れ
る
と
伺
い
ま
し
た
。

現
時
点
で
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
編
曲
の
構

想
を
、
お
伺
い
し
て
も
よ
い
で
す
か
？

松
本

　『展
覧
会
の
絵
』
の
時
は
、
第
一
曲
か

ら
書
き
始
め
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
今
回
の
『
新

世
界
よ
り
』
は
第
四
楽
章
か
ら
手
を
つ
け
よ

う
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー

ク
が
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
、
故
郷
へ
の
郷
愁

と
新
天
地
ア
メ
リ
カ
の
雰
囲
気
を
ミ
ッ
ク
ス

し
て
書
い
た
作
品
で
す
か
ら
、
思
い
切
っ
て

ジ
ャ
ズ
の
名
曲
を
入
れ
て
し
ま
お
う
と
。
一

番
盛
り
上
が
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
背
後
や
、
少

し
静
か
に
な
る
場
面
に
「
あ
の
名
曲
が
聴
こ

え
て
く
る
！
」
み
た
い
な
。
ア
メ
リ
カ
と
い

う
こ
と
で
、
原
曲
に
ジ
ャ
ズ
が
入
り
こ
ん
で

い
く
、
そ
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
組
み
あ
が
っ

た
の
で
、
面
白
く
な
る
確
信
が
あ
り
ま
す
。

山
下

　い
や
あ
、
素
晴
ら
し
い
！ 

小
説
家
の

筒
井
康
隆
さ
ん
が
「
自
分
が
一
番
面
白
い
と

思
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
書
く
」
と
、
最
近
の
講

演
で
話
し
た
そ
う
で
す
。
全
体
の
構
成
を
考

え
る
前
に
、
面
白
い
と
思
う
と
こ
ろ
か
ら
考

え
れ
ば
い
い
。
そ
の
通
り
の
こ
と
を
松
本
さ

ん
は
や
っ
て
ま
す
ね
（
笑
）

松
本

　面
白
い
と
こ
ろ
が
で
き
れ
ば
、
周
り

が
膨
ら
ん
で
い
き
ま
す
か
ら
。

山
下

　中
心
が
で
き
れ
ば
「
し
め
た
！
」
で

す
も
ん
ね
（
笑
）

松
本

　そ
う
な
ん
で
す
。

山
下

　誰
も
が
知
っ
て
る
『
ゴ
ー
イ
ン
グ
・

ホ
ー
ム
（
遠
き
山
に
日
は
落
ち
て
）』
も
あ
る
し
ね
。

松
本

　あ
そ
こ
は
山
下
さ
ん
と
ア
ル
ト
サ
ッ

ク
ス
で
。

山
下

　も
う
、
決
ま
っ
て
ま
す
ね
（
笑
）

松
本

　二
人
を
大
フ
ュ
ー
チ
ャ
リ
ン
グ
し
、

我
々
が
ど
う
絡
み
、
引
き
ず
り
回
し
て
、
爆

発
さ
せ
る
か
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
ダ
メ

な
ん
で
、
第
四
楽
章
を
爆
発
さ
せ
た
い
。

山
下

　チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
た

く
さ
ん
あ
る
よ
ね
。

松
本

　そ
れ
だ
け
に
頼
ら
ず
、
掟
破
り
を
し

よ
う
と
。

―
 

ヤ
バ
い
で
す
ね
。
大
変
衝
撃
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

山
下

　僕
も
衝
撃
で
す
。
ビ
ッ
ク
リ
す
る
ね
、

我
な
が
ら
。
交
響
曲
の
中
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
ジ
ャ
ズ
の
要
素
が
入
っ
て
、
全
て
の
ジ
ャ

ズ
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。

―
 

ク
ラ
シ
ッ
ク
で
も
交
響
曲
全
曲
を
聴
く

の
は
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

山
下

　で
も
ジ
ャ
ズ
は
聴
か
せ
ち
ゃ
い
ま
す
。

松
本

　交
響
曲
じ
ゃ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
か

も
？ 

で
も
、
全
体
と
し
て
は
『
新
世
界
よ
り
』

を
聴
い
た
と
い
う
印
象
が
も
て
る
よ
う
な
編

曲
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
下

　全
員
が
フ
リ
ー
で
演
奏
す
る
部
分
っ

て
あ
る
？

松
本

　も
ち
ろ
ん
で
す
。

山
下

　僕
が
望
む
と
こ
ろ
は
全
て
加
味
さ
れ

て
い
る
！ 

フ
リ
ー
が
加
速
し
て
い
っ
た
ら
、

そ
こ
か
ら
何
が
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

松
本

　第
三
楽
章
あ
た
り
に
入
れ
こ
も
う
か
と
。

山
下

　あ
あ
、
楽
し
み
だ
な
あ
。
最
初
の
音

が
何
か
も
楽
し
み
だ
よ
！

―
 

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に

は
挑
み
た
く
な
る
何
か
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
下

　時
代
に
耐
え
て
残
っ

て
き
た
確
固
と
し
た
も
の
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
や
は
り
何

処
か
良
い
わ
け
で
す
よ
。

　ジ
ャ
ズ
は
大
昔
か
ら
、
誰
も
が
知
っ
て
い

る
曲
を
、
演
奏
す
る
人
が
ち
ょ
っ
と
変
な
感

じ
に
変
え
て
み
せ
る
。
フ
ェ
イ
ク
と
い
っ
て
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
飾
っ
て
み
た
り
歪
め
て
み
た

り
。
コ
イ
ツ
の
や
り
方
は
こ
う
な
ん
だ
、
っ

て
い
う
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、

楽
曲
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
元
の
和
音
や
リ

ズ
ム
を
取
り
出
し
て
、
そ
の
上
で
即
興
演
奏
し
、

優
劣
を
問
う
わ
け
で
す
。
バ
ッ
ハ
も
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
や
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
優
劣
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
っ

た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
す
ね
。

　そ
う
い
う
音
楽
の
聴
き
方
が
、
今
で
は
ジ
ャ

ズ
し
か
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
を
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
で
素
晴
ら
し
く
や
っ
ち
ゃ
い
た
い
。
こ
ん

な
有
名
な
曲
を
コ
イ
ツ
ら
は
こ
ん
な
こ
と
し

ち
ゃ
っ
た
ん
だ
、
と
驚
か
せ
た
い
気
分
が
あ

る
わ
け
で
す
よ
。

―
 

編
曲
の
段
階
で
既
に
、
個
々
の
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
顔
を
全
員
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
作
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
？

松
本

　そ
う
で
す
ね
。
全
メ
ン
バ
ー
に
信
頼

を
お
い
て
い
る
の
で
、「
こ
の
場
面
で
彼
を

ち
ょ
っ
と
前
に
出
す
と
面
白
い
こ
と
や
っ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
な
が
ら
。
限
界
を

考
え
な
く
て
い
い
メ
ン
バ
ー
な
ん
で
、
本
当

に
あ
り
が
た
い
。
ま
あ
、
何
と
か
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
と
。

山
下

　限
界
は
あ
る
ん
だ
よ
（
笑
）
で
も
、

松
本
さ
ん
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
全
員
が
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
も
ソ
ロ
も
満
足
で
き
る
編
曲
が
で
き
る
。

難
し
い
ん
で
す
け
ど
、
み
ん
な
喜
ん
で
や
っ

て
く
れ
る
。
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。

松
本

　山
下
さ
ん
が
真
ん
中
に
い
る
こ
と
が

大
き
い
ん
で
す
。「
全
部
O
K
」
と
言
っ
て
く

れ
る
許
容
力
と
い
う
か
、
き
っ
と
応
え
て
く

れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
感
と
か
。
お
ま
か

せ
す
れ
ば
、
そ
の
場
を
ど
う
に
か
し
て
も
ら

え
る
だ
ろ
う
と
か
。

山
下

　松
本
さ
ん
は
そ
の
全
て
を
、
あ
う
ん

の
呼
吸
で
わ
か
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。

―
 

山
下
さ
ん
に
お
ま
か
せ
す
る
パ
ー
ト
は

楽
譜
に
指
示
が
書
か
れ
て
い
る
ん
で
す
か
？

松
本

　テ
ー
マ
を
匂
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
と
、

参
考
に
な
る
コ
ー
ド
進
行
を
少
し
書
い
て
、

後
は
「
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
主
体
に
、
い
ろ

い
ろ
と
」
っ
て
書
き
ま
し
た
。

―
 

本
当
に
書
い
て
あ
る
ん
で
す
ね
！

松
本

　「エ
リ
ッ
ク
を
前
に
」
と
か
も
ね
（
笑
）

山
下

　あ
る
人
が
前
に
出
て
演
奏
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
、
他
の
人
の
音
を
作
る
ん
で
す

よ
。
そ
の
人
が
い
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
。

松
本

　オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
無
い
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
、
シ
ョ
ー
で
も
あ
る
わ
け
で
す
よ
。

山
下
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
に
出
て
き
て
ピ
ア
ノ

の
前
に
座
る
。
今
日
は
ど
ん
な
こ
と
が
始
ま

る
ん
だ
ろ
う
！
っ
て
い
う
期
待
感
が
ね
。

―
 

チ
ー
ム
の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

山
下

　み
ん
な
で
一
緒
に
音
を
出
す
。
楽
譜

が
あ
る
け
れ
ど
、
一
緒
に
ジ
ャ
ズ
を
や
る
、

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
に
し
か
で
き
な
い
快
感
が
あ

り
ま
す
。

松
本

　あ
ら
か
じ
め
設
計
図
は
ひ
い
て
あ
り

ま
す
が
、
必
ず
し
も
メ
ン
バ
ー
全
員
の
気
持

ち
が
到
達
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高

揚
感
を
導
き
出
す
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
い
と
上

手
く
い
か
な
い
わ
け
で
す
。

―
 

合
っ
た
！ 
と
い
う
瞬
間
は
メ
ン
バ
ー

に
響
き
渡
り
ま
す

か
？

松
本

　嬉
し
い
感
じ
が
、
そ
の
ま
ま
伝
わ
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
手
練
れ
で
経
験
を
積
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
ば
か
り
で
す
け
れ
ど
、
大

人
数
で
「
に
ん
ま
り
」
と
い
う
感
じ
。

山
下

　「し
て
や
っ
た
り
！
」
と
い
う
瞬
間
も

観
て
ほ
し
い
ね
。

松
本

　メ
ン
バ
ー
全
員
の
技
術
力
も
あ
り
ま

す
が
、
何
と
い
っ
て
も
山
下
さ
ん
の
統
率
力

に
尽
き
ま
す
。
山
下
さ
ん
が
凄
い
の
は
、
誰

の
音
楽
性
も
否
定
し
な
い
こ
と
。
コ
イ
ツ
、

こ
こ
が
面
白
い
な
と
思
っ
た
ら
、
に
ゅ
る
に
ゅ

る
に
ゅ
る
と
引
き
出
し
て
、
自
分
に
絡
め
取
っ

て
い
く
（
笑
）。
そ
う
い
う
人
な
ん
で
す
。
凄

い
で
す
よ
、
本
当
に
。

―
 

な
か
な
か
、
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

松
本

　大
抵
の
人
は
失
敗
を
嫌
い
ま
す
か
ら
。

で
も
こ
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
は
、
親

分
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
何
と
か
し

て
く
れ
る
と
い
う
信
頼
関
係
が
あ
る
ん
で
す
。

山
下

　自
分
の
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い

て
、
そ
の
中
で
表
現
が
で
き
て
い
る
、
と
い

う
見
極
め
は
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
を
駆
使
で

き
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
挑
戦
し
ち
ゃ

い
た
い
。
対
象
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
ど
ん

な
相
手
で
も
、
ど
ん
な
音
楽
で
も
、
自
分
の

や
り
方
で
で
き
る
と
思
え
ば
、
や
り
た
く
な
っ

ち
ゃ
う
。
だ
か
ら
、
失
敗
は
考
え
た
こ
と
が

な
い
で
す
ね
。「
今
、
出
ち
ゃ
っ
た
」
そ
う
い

う
も
の
で
す
か
ら
。

松
本

　音
楽
は
終
わ
る
ま
で
止
め
ち
ゃ
い
け

な
い
、
と
い
う
原
則
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
の
セ
ン
ス
と
努
力
が
要
る
ん
で
す
。

―
 

な
る
ほ
ど
。
そ
ん
な
オ
ー
ル
ス
タ
ー
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
『
展
覧
会
の
絵
』
の
再
演
、

そ
し
て
『
新
世
界
よ
り
』
の
二
曲
だ
け
の
コ

ン
サ
ー
ト
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

取材時に『展覧会の絵』の楽譜を見せていただきま
した。なんと、全部手書き!
松本「コンピューターだとイメージが固まり広がらな
くって。手書きだと音が鳴るまでわかりませんから。なぁ
んてことはありませんけどね（笑）」
山下「頭の中で音が響いちゃうもんね!」

NOW
PRINTING

春日丘高校の練習場でソロ演奏を披露した
松本さん。P14では、春日井東高校のクリ
ニックを紹介しています。（3/12開催）
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昼コン＆夜コン｜文化フォーラム春日井・交流アトリウム｜入場無料

4/12（土）14:00～ 昼コン「リスタート」
［出演］大西宣人（フルート）、安原太武郎（オーボエ）、池田智美（ホル
ン）、田邊武士（ファゴット）、安原千絵（クラリネット）

4/18（金）19:00～ 夜コン「魅惑の木管5重奏三昧」
［出演］山田ゆりあ（フルート）、須田聡子（オーボエ）、玉井真紀子（クラ
リネット）、野村和代（ファゴット）、纐纈博美（ホルン）

5/10（土）14:00～ 昼コン「Mimosa Concerto ～さわやかな風に乗せて～」
［出演］水野沙織（クラリネット）、村越久美子（ヴァイオリン）、小林玉実
（チェロ）、山本多恵佳（ピアノ）

5/23（金）19:00～ 夜コン「ホルン四重奏の調べ」
［出演］宇井智美、加藤恵三、堤秀樹、森隆一郎（ホルン）

毎週火・金／13:00～17:00  （1コマ45分、予約優先）
＠文化フォーラム春日井・日本自分史センター
○日本自分史センターには、文章を書くための書籍も充実
○書籍の貸出期間は2週間です
○長文原稿の校正には、通信添削が便利です

日本自分史センターは、
「文章が書きたい!」という方を応援しています。
無料の自分史相談で、執筆の悩みを解決!

Shift Cube vol.25
中小路萌美展「空中のあお」
｜ 文化フォーラム春日井・交流アトリウム 入場無料
4/8（火）～5/17（土） 9:00～20:00

も
う
ひ
と
り
の
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
！？

いい映画、お先に拝見いい映画、お先に拝見

Series
こ
の
映
画
に
は
二
人
の
主
人
公
が
登
場
し

ま
す
。
一
人
は “

お
茶
目
な
巨
匠”

と
し
て

有
名
な
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
。
も
う
一
人
は
、
腕

の
い
い
映
画
編
集
者
で
あ
り
、
彼
の
一
番
の

理
解
者
で
も
あ
っ
た
妻
ア
ル
マ
で
す
。
本
作

は
、
映
画
づ
く
り
に
生
涯
を
捧
げ
た
お
し
ど

り
夫
婦
が
、
サ
ス
ペ
ン
ス
映
画
史
に
残
る
名

作
『
サ
イ
コ
』
を
作
り
出
す
ま
で
の
、
波
乱

の
道
の
り
を
描
い
て
い
ま
す
。

病
に
倒
れ
撮
影
現
場
に
来
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
夫
に
代
わ
り
、
現
場
で
さ
っ
そ

う
と
指
示
を
出
す
ア
ル
マ
。
代
役
で
派
遣
さ

れ
た
若
手
監
督
に
向
か
っ
て
、「
ヒ
ッ
チ
コ
ッ

ク
映
画
の
監
督
は
一
人
よ
」
と
追
い
払
う
台

詞
か
ら
は
、
夫
の
作
品
へ
の
敬
意
と
、
数
々

の
作
品
を
夫
婦
で
生
み
出
し
て
き
た
彼
女
の

プ
ラ
イ
ド
が
窺
え
ま
す
。

そ
ん
な
妻
の
交
友
関
係
に
さ
え
猛
烈
な
嫉

妬
心
を
抱
く
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
。
お
金
も
名
誉

も
手
に
入
れ
、
表
向
き
に
は
幸
せ
そ
う
な
夫

婦
の
中
に
も
潜
む
、
不
穏
の
影
。
最
大
の
ス

リ
ル
と
駆
け
引
き
は
、実
は
夫
婦
の
間
に
あ
っ

た
の
か
も…

？ 

サ
ス
ペ
ン
ス
の
巨
匠
は
、
日

常
も
サ
ス
ペ
ン
ス
に
満
ち
て
い
た
の
で
す
。

初
め
て
古
本
屋
に
行
っ
た
の
は
、
大
学
二
年

の
夏
。
ゼ
ミ
の
先
生
か
ら
「
古
本
屋
に
い
る
と

落
ち
着
く
」
と
聞
き
、
大
人
び
た
こ
と
を
し
て

み
よ
う
と
出
向
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

古
本
屋
の
本
棚
に
は
、
そ
の
街
と
人
の
記

憶
が
並
ん
で
い
ま
す
。
美
術
大
学
が
近
い
と
、

過
去
の
展
覧
会
図
録
や
絶
版
の
『
二
十
一
世

紀
版
画
』
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
た
り
、
博

物
館
が
近
い
と
、
郷
土
史
家
や
考
古
学
者
垂

涎
の
論
文
が
無
造
作
に
山
積
み
さ
れ
て
い
た

り
す
る
の
で
す
。

映
画
を
観
た
あ
る
日
の
帰
り
道
、
古
本
屋

の
店
先
で
日
に
焼
け
た
『
映
画
芸
術
論
』
と

い
う
本
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
文
字
が
多

く
て
絶
対
に
読
み
切
れ
な
い
と
躊
躇
し
ま
し

た
が
、
映
画
帰
り
の
高
揚
感
が
勝
ち
、
衝
動

買
い
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
宅
で
開
い

て
み
る
と
、
前
の
持
ち
主
が
し
お
り
と
し
て

使
っ
て
い
た
だ
ろ
う
映
画
の
入
場
券
と
、
巻

末
に
記
さ
れ
た
読
了
日
を
発
見
。
そ
れ
は
、

私
が
二
歳
に
な
っ
た
年
で
し
た
。

前
の
持
ち
主
は
見
知
ら
ぬ
誰
か
で
す
が
、

古
い
知
人
か
ら
思
い
出
の
品
を
託
さ
れ
た
よ

う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

重
な
る
風
景

ちかくの芸術ちかくの芸術

「
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
色
や
、
形
に
出

会
い
た
く
て
、
絵
を
描
い
て
い
る
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
作
家
の

中
小
路
萌
美
さ
ん
。

中
小
路
さ
ん
の
絵
は
、
印
象
に
残
っ
た
風

景
が
幾
重
に
も
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
旅
先

の
建
物
、
海
辺
の
巨
大
ク
レ
ー
ン
、
い
つ
も

見
て
い
る
道
を
、加
え
た
り
並
べ
替
え
た
り
。

画
面
は
少
し
ず
つ
形
を
変
え
、
新
し
い
風
景

が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
匂
い
や
音
、
気
配

ま
で
も
内
包
し
、
何
処
か
で
見
た
事
が
あ
る

よ
う
な
懐
か
し
さ
も
漂
う
の
で
す
。

絵
具
を
練
る
時
の
感
触
が
好
き
だ
と
い
う

彼
女
。
化
学
実
験
の
よ
う
に
色
を
作
っ
て
い

る
と
、
い
ろ
ん
な
反
応
が
絵
具
か
ら
返
っ
て

く
る
そ
う
で
す
。
ち
ょ
う
ど
良
い
油
の
配
分

に
な
る
と
、
美
味
し
そ
う
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
照
り
と
感
触
が
出
て
く
る
の
だ
と
か
。

二
〇
一
二
年
に
当
館
で
発
表
し
た
作
品
に

加
筆
を
し
た
も
の
も
展
示
さ
れ
、
記
憶
と
共

に
画
布
に
も
、新
た
な
風
景
が
重
な
り
ま
す
。

透
け
た
り
混
ざ
り
合
っ
た
り
し
て
生
ま
れ
る

淡
い
濃
淡
は
、
春
の
木
漏
れ
日
に
包
ま
れ
る

か
の
よ
う
で
す
。

自分史担当＝越賀登紀子

Shift Cube担当＝小笠原聖晃

映画担当＝相馬加奈子

音
大
に
は
進
学
せ
ず
、
努
力
と
運
命
の
巡

り
合
わ
せ
で
プ
ロ
の
ホ
ル
ン
奏
者
と
な
っ
た

森
さ
ん
。
中
学
生
の
頃
は
「
夕
日
に
向
か
っ

て
カ
ッ
コ
つ
け
た
か
っ
た
」と
、ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
を
練
習
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
時
代
の

音
楽
サ
ー
ク
ル
の
先
輩
命
令
に
逆
ら
え
ず
、

や
む
な
く
ホ
ル
ン
に
転
向
し
た
そ
う
で
す
。

「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
比
べ
て
地
味
だ
し
、
目

立
た
な
い
と
思
っ
て
残
念
だ
っ
た
。
で
も
こ

こ
で
上
手
に
な
っ
て
、
先
輩
を
見
返
し
て
や

ろ
う
」。
男
気
溢
れ
る
覚
悟
で
練
習
。
演
奏

が
上
達
す
る
に
従
っ
て
、
ホ
ル
ン
が
好
き
に

昼コン＆夜コン担当＝藤江真子

プ
ロ
へ
の
道
を
切
り
拓
い
た
、先
輩
命
令

　〜
ホ
ル
ン
奏
者

　森 

隆
一
郎

怖
い
先
輩
の
命
令
が
、人
生
を
変
え
ま
し
た

音楽とわたし音楽とわたし 思
い
出
の
引
継
ぎ

一人ひとりの記録一人ひとりの記録

な
っ
ち
ゃ
っ
た
と
か
。

「
そ
の
音
楽
サ
ー
ク
ル
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア

コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位
に
入
る
レ
ベ
ル
。
プ
ロ

と
接
す
る
機
会
も
多
く
、
出
会
い
に
恵
ま
れ

て
こ
こ
ま
で
来
れ
た
ん
で
す
」。
と
は
い
う

も
の
の
、
プ
ロ
に
な
る
ま
で
に
は
、
計
り
知

れ
ぬ
努
力
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

“

楽
器
と
奏
者
の
性
格
は
切
っ
て
も
切
れ

な
い
関
係
が
あ
る”

と
言
わ
れ
ま
す
。
か
の

先
輩
は
、
ホ
ル
ン
奏
者
の
「
忍
耐
強
い
寡
黙

の
人
」
と
い
う
素
質
を
森
さ
ん
に
見
出
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
！

「ぴふ」2013,112.0×145.5cm,キャンバスに油彩
　
Shift Cubeを見た時に、差し込む光の中に浮
いている様に見えたという中小路さん。画布に
描かれた色や形が空中に溶けだして、光の中
を散歩するような空間が現れます。

第43回かすがい日曜シネマ「ヒッチコック」
｜ 文化フォーラム春日井・視聴覚ホール
5/18（日） ①10:15～ ②13:45～ ③16:45～（開場は15分前）

［料金］￥900（当日¥1,000）、ペア￥1,700（当日¥1,900）

PiPi会員￥800、ペア￥1,500（ともに当日同額）
全自由席、上映時間指定、3歳以上有料　※各上映前に15分のミニトーク有

［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報プラザ、電話予約
監督：サーシャ・ガヴァシ　アメリカ映画　2012年／ 99分／カラー・日本語字幕

© 2012 Twentieth Century Fox Film Corporation

元の持ち主の痕跡は、思いがけないところに。

本山駅の古本屋「シマウマ書房」の鈴木さんの
著書。店主の顔が見えるのも、親しみやすい。
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□ ミュージカル「小野小町」ペアチケット
□ かすがい日曜シネマ「ヒッチコック」ペアチケット
□ コロナワールド映画鑑賞券 ペアチケット

ご希望のプレゼントに1つ□を付けてください  2014/5/9（金）必着

どこで情報誌FORUM PRESSを入手されましたか？

いつもFORUM PRESSをご愛読いただき、ありがとうございま
す。今後、より読み応えのある誌面づくりをしていくため、参考に
させていただきます。アンケートへのご協力をお願いいたします。

アンケートの応募締切りは、2014/5/2（金）〈必着〉
たくさんのご応募、お待ちしております。

※当選は発送をもって代えさせていただきます　※当選者への発送は5月中旬の予定です

映画やコンサートが充実しているイメージですが、美術分野もさらに力を入れてほしい。去
年の安野光雅展や今年の谷川さんの展覧会はすごく素敵だと思います。

当財団では、ジャンルを特定せず、あらゆる分野の文化芸術を市民のみなさまにご紹介して
います。美術分野に関しては、新進作家による美術作品を通年で展示する『Shift Cube』
をはじめ、今年は日本現代書の巨星の作品を展示する『四神の書』や、春日井市在住の
雑貨デザイナー Shinzi Katohの展覧会を開催します。その他、美術を身近に感じられる
ワークショップなども多数開催予定です。ご期待ください。

❶ミュージカル「小野小町」
　6/8（日）14:30～　ペアチケット［2名様］

❷かすがい日曜シネマ「ヒッチコック」
　5/18（日）16:45～　ペアチケット［2名様］

❸コロナワールド映画鑑賞券　ペアチケット［2名様］

回答者プレゼント

抽選で次の1～3のいずれかをプレゼント！！

今回のFORUM PRESSで、
面白いと思ったページに□を付けてください

あなたが思う“春日井の魅力”を教えてください

□P.1-2 松竹大歌舞伎
□P.3-4 ミュージカル「小野小町」
□P.5-7 山下洋輔SBB インタビュー
□P.8 谷本賢一郎 インタビュー
□P.9-10 おすすめコラム

□P.11 PiPi提携ショップ
 最近、こんなの読んでます
 みうらじゅん
□P.12 COMING SOON!
□P.13 わたしレポート
□P.14 校歌は、地域をうたう

～読者の皆さまからいただいたアンケートと、そのお返事～

COMING SOON!

今後、FORUM PRESSで取り上げてほしい内容や、ご意見・ご
要望をお聞かせください

上半期自分史講座のご案内
エンディングノート講座
愛する家族のためにエンディングノートを完成させます。
講師：安藤錦風（ノンフィクションライター）

5/22～7/10の毎週木曜日（全8回） 14:00～15:30
＠文化フォーラム春日井・会議室

エッセイ講座
文章表現のポイントを分かりやすく解説します。
講師：芳賀倫子（シナリオライター）

6/5～8/7の毎週木曜日（全10回） 19:00～21:00
＠文化フォーラム春日井・文化活動室
［受講料］各講座とも¥5,000

人気テレビ番組『笑点』の三師匠が、
春日井に揃って登場!

特撰落語会 三人会
5/11（日） ①14:00～（完売） ②17:30～
（開場は30分前）

＠春日井市民会館
一般￥4,500、PiPi会員￥4,000
全席指定、当日券同額、未就学児入場不可

［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報プラザ、電話
＆インターネット予約、チケットぴあ（Pコード434-380）、
ローソンチケット（Lコード45674）

かすがい日曜シネマ上半期ラインナップ

世界を震撼させた最高傑作『サイコ』を生み
出したヒッチコック。『二十四の瞳』を始め、
深い愛情を描き、2012年に生誕100年を
迎えた映画監督・木下惠介。世界一有名
な英国の劇作家シェイクスピア。この偉大
なる巨匠たちの、知られざる素顔を描いた3
作品を上映します。

上映前に作品の背景や見どころを解説
する、15分間のミニトークが大好評!
5/18（日） 第43回「ヒッチコック」
7/13（日） 第44回「はじまりのみち」
9/28（日） 第45回
 「もうひとりのシェイクスピア」
①10:15～ ②13:45～ ③16:45～
（開場は15分前）

＠文化フォーラム春日井・視聴覚ホール
¥900（当日¥1,000）、ペア¥1,700（当日¥1,900）、
3作品通し券¥2,500
PiPi会員¥800、ペア¥1,500（ともに当日
同額）、3作品通し券¥2,100
全席自由、上映時間指定、3歳以上有料
※各上映前に15分のミニトーク有
［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報プ
ラザ、電話予約

PiPiの驚きももの木

前回2006年の公演より。「スライドは公演直前に楽屋で選んでいる
んです」と、みうらさんの事務所スタッフ。半信半疑でしたが、公演当
日、楽屋ドアの隙間から見えたものは、机の上に広げられた膨大なス
ライドを選ぶみうらさんの後ろ姿…。驚きももの木とは、正にこの事!

最近、こんなの読んでます

突撃!  PiPi提携ショップ

「
最
後
に
来
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
か
な
ぁ
」
と

思
い
な
が
ら
、先
日
、名
古
屋
城
を
訪
れ
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
の
恩
人
の

訪
日
で
し
た
。 

そ
ん
な
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
な

か
な
か
訪
れ
な
い
名
古
屋
城
や
徳
川
園
を
巡
り

歩
き
な
が
ら
、
い
か
に
地
元
の
こ
と
を
知
ら
な

い
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
春
日
井
市
内
に
移
動
し
ま
し
た
が
、

小
学
校
で
教
わ
っ
た
内
津
町
の
「
内
々
神
社
（
ヤ

マ
ト
タ
ケ
ル
伝
説
）」
も
白
山
町
の
「
円
福
寺
（
八

百
比
丘
尼
伝
説
）」 
も
、
案
内
で
き
る
ほ
ど
詳
し

く
は
知
ら
な
い
ス
ポ
ッ
ト
。
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
案
内
し
て
お
茶
を
濁
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

開
拓
者
精
神
が
残
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
自
国

の
歴
史
や
地
理
を
深
く
学
び
、
愛
国
心
を
育
む

そ
う
で
す
。
長
い
歴
史
を
持
つ
国
に
生
ま
れ
た

自
分
は
、
先
人
の
苦
労
を 

当
た
り
前
の
も
の
と

思
い
、
学
校
で
教
わ
る
以
上
の
こ
と
は
し
て
こ

な
か
っ
た
と
反
省
。
次
の
週
末
に
は
、
子
ど
も

を
連
れ
て
、 

大
泉
寺
町
の
「
尻
冷
や
し
地
蔵
」

を
訪
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
。（
ス
タ
ッ
フ 

林
健
次
郎
）

春日井のむかし話（上）
春日井市　2013年9月発行

みうらじゅんスライドショー2014
BEST OF SLIDE 
5/31（土）15:00～ （開場は30分前） ｜ 春日井市民会館
［料金］一般¥4,500、PiPi会員¥4,000
全席指定、当日券同額、未就学児入場不可

［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報プラザ、電
話＆インターネット予約、チケットぴあ（Pコード625-998）、
ローソンチケット（Lコード46379）
［フロントアクト］ウクレレえいじ

「…で、
 どうするの、それ？」
いやげもの＝みやげ物にワクワク
みうらじゅんスライドショー再び!

今
か
ら
遡
る
こ
と
八
年
前
。
フ
ァ
ン
の

間
で
は “

伝
説”

と
呼
ば
れ
た
「
み
う
ら

じ
ゅ
ん
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
2
0
0
6
」
が

春
日
井
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
春

日
井
に
み
う
ら
じ
ゅ
ん
が
来
る
!? 

と
い
う

驚
き
に
加
え
、
当
時
は
そ
ん
な
に
メ

ジ
ャ
ー
で
な
か
っ
た “

ゆ
る
キ
ャ
ラ”

た
ち

が
踊
っ
た
り
、
盛
り
上
が
っ
て
公
演
時
間

を
オ
ー
バ
ー
し
た
り
。
そ
ん
な
中
で
も
話

題
の
的
だ
っ
た
の
は “

い
や
げ
も
の
（
も

ら
っ
て
も
あ
ま
り
嬉
し
く
な
い
土
産
物
）

”

。

フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
嬉
し
く
な
い
ど
こ
ろ

か
、
垂
涎
の
お
宝
グ
ッ
ズ
。
そ
の
時
の
公

演
で
は
「
つ
っ
こ
み
カ
エ
ル
」
が
配
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
カ
エ
ル
は
、
み
う
ら
さ
ん

が
描
く
キ
ャ
ラ
と
し
て
フ
ァ
ン
の
間
で
は

有
名
で
す
が
、
春
日
井
市
の
小
野
道
風
伝

説
に
ち
な
ん
で
カ
エ
ル
を
選
ん
で
く
れ
た

粋
な
計
ら
い
に
感
激
！ 

本
編
の
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
は
勿
論
、
今
公
演
の
い
や
げ
も

の
に
も
期
待
大
で
す
。
貰
っ
た
ら
、
ご
家

族
や
友
人
に
存
分
に
自
慢
し
て
く
だ
さ
い
。

「
…
で
、
ど
う
す
る
の
、
そ
れ
？
」
と
い

う
突
っ
込
み
も
、
公
演
の
醍
醐
味
デ
ス
！

フランス語で『虹』という意味を持つ店名は、「なかなか見られない虹
を見つけると感動します。店に来てくださったお客様にも、カラフルで
色々な種類のパンを楽しんでもらいたい」という願いを込めて名付け
たそうです。夫婦2人で開店して以来、女性やファミリーを中心に、
毎日客足が途絶えません。場所は文化フォーラム春日井から徒歩5
分。公演前の小腹満たしにおススメですよ!

子供の頃からパン屋で働きたかったという店主・長江英樹さん
は、パン作り歴14年。奥さまと2人で地元春日井に独立開業！

【紅茶とリンゴのキューブ】
カスタードクリーム入り

【紅茶とパイン】
ほんのり甘くて柔らかい、人気No.1

【マンゴーデニッシュ】
瑞 し々いフルーツがたっぷり

PiPi提携ショップに新しく仲間入りした
パン屋「L’Arc-en-Ciel（ラルカンシェル）」に、
パン大好き財団スタッフ 岡田が突撃リポート!

New! PiPi提携ショップ!
Boulangerie L’Arc-en-Ciel
春日井市鳥居松町6-46-2 つたやビル1F
☎0568-37-1700
8:00～19:00　定休日／月曜、第1・3日曜

つっこみカエルのストラップ。
見事につっこんでおります。

※ “

ゆ
る
キ
ャ
ラ” “

い
や
げ
も
の”

は

　
み
う
ら
じ
ゅ
ん
発
案
の
造
語

※
※
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1月から3月まで、月1回開催されたモーニングコンサー
ト。朝食と室内楽コンサートを組み合わせた初の試みは、
平日の午前中という、施設利用がされにくい時間帯に
何ができるかと模索し、スタッフが悩みに悩んだ二年越
しの企画でした。非常に多くの方に興味を持っていただ
き、チケットは即完売。ありがとうございました。
スタッフは、テーブルクロスの掛け方から食器のセッ

ティング、接客のタイミングに至るまで、ホテルプラザ勝
川さんのノウハウを学びました。ホテル接客の“お客様
に気付かせない心遣い”を目の当たりにして、スタッフ一
同感服。どれもが公演運営に通じる事だなと、しみじみ。
食事の後のクラシックコンサートでは、平光真彌さん

率いる「mezamashiアンサンブル」が毎回、圧巻の演
奏。やさしい口調のトークも大好評でした。お客様から
「心もお腹もすごく満たされました」というお言葉をいただ
き、料理の匂いでお腹の空いてしまったスタッフも、なん
とか我慢できました（笑）　（スタッフ  大山鋭裕）

山
下
洋
輔
S
B
B
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
松
本
治
さ

ん
が
、
東
高
校
吹
奏
楽

部
に
演
奏
指
導
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
題

は
、
三
月
の
定
期
演 

奏

会
で
披
露
す
る
ジ
ャ
ズ

ナ
ン
バ
ー
『
イ
ン
・
ザ
・

ム
ー
ド
』。普
段
ク
ラ
シ
ッ

ク
曲
を
演
奏
す
る
こ
と

が
多
い
部
員
た
ち
に
、

「
リ
ズ
ム
の
裏
を
感
じ

て
！
」 「
ド
ラ
ム
が
曲
の

盛
り
上
が
り
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
！
」
な
ど
、

ジ
ャ
ズ
を
演
奏
す
る
コ

ツ
を
伝
授
し
ま
し
た
。

「
今
日
教
え
た
の
は
僕
の

楽 

し
み
方
。
み
な
さ
ん

も
自
分
の
楽
し
み
方
を

探
し
て
み
て
」
と
松
本
さ

ん
。
新
鮮
な
ア
ド
バ
イ
ス

に
今
後
の
演
奏
が
ま
す

ま
す
楽
し
み
で
す
。

校歌は、
地域をうたう

各学校で歌い継がれる校歌には、その土地
の自然や歴史などが歌われています。今回
は、高蔵寺ニュータウンとともに春日井の住
宅都市としての発展期を歩んできた、春日井
東高校の校歌をピックアップ! 歌詞を手掛
かりに、春日井という“まち”に迫ります。

廻間町字
神屋洞703-73

昭和53年4月開校

愛知県立
春日井東高等学校

ニュータウンという新しい生活に
未来を見出した

歌詞からヒントを得て、
“まち”を探訪する－春日井東高等学校

高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

春
日
井
市
の
丘
陵
地
区

に
位
置
し
、
昭
和
四
十
三
年

か
ら
入
居
が
始
ま
っ
た
高
蔵

寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
。
大
阪
の

「
千
里
」、
東
京
の
「
多
摩
」

と
と
も
に
日
本
三
大
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
と
呼
ば
れ
、
高
度
経

済
成
長
期
の
新
し
い
生
活
ス

タ
イ
ル
の
象
徴
だ
っ
た
。
名

古
屋
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
鉄
道
路
線
や
道
路
が
整
っ

て
お
り
、
豊
か
な
緑
に
囲
ま

れ
た
こ
の
街
は
、
今
も
多
く

の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

普
段
は
使
わ
な
い
よ
う
な
難
し
い
言

葉
が
出
て
く
る
の
も
校
歌
の
特
徴
。
み

な
さ
ん
も
「
よ
く
意
味
が
分
か
ら
な
い

け
ど
、
な
ん
と
な
く
歌
っ
て
き
た
」
と

い
う
思
い
出
を
お
持
ち
で
は
な
い
で
す

か
？ 

東
高
校
で
は
、
校
歌
の
意
味
を

生
徒
さ
ん
達
に
し
っ
か
り
と
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、
歌
詞
に
つ
い
て
考
え
る

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
”さ
や
け
さ”

や
”見
は
る
か
す”

と
い
っ
た
言
葉
の

意
味
に
加
え
、
歌
詞
が
示
す
意
味
に
も

触
れ
て
い
る
そ
う
。
そ
の
中
で
、
”あ
た

ら
し
き
市
街”

と
い
う
言
葉
が
出
て
き

ま
す
。
こ
れ
は
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
こ
と
だ
と
、
早
川
教
頭
先
生
に
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。
校
舎
か
ら
も
見
渡
せ

る
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
。
新
し
い
生

活
ス
タ
イ
ル
を
求
め
て
、
次
代
を
担
う

若
人
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、
校
歌

の
中
に
込
め
た
の
で
し
ょ
う
。

歌
詞
に
込
め
た

　
　新
時
代
へ
の
願
い

プロに教わった新感覚“スイング”
春日井東高等学校吹奏楽部のメンバー

1

2

お
ん
た
け
さ
ん

校舎から撮影された高蔵寺
ニュータウン
授業で使われた、校歌の説明
書き

今
年
の
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
東
海
大
会
で
、

金
賞
を
受
賞
し
た
中
部

中
学
校
吹
奏
楽
部
。
そ

の
吹
奏
楽
部
で
、
部
員

九
十
人
を
ま
と
め
る
リ
ー

ダ
ー
四
人
は
、「
皆
の
気

持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た

時
、
”あ
、
音
が
変
わ
っ

た
“っ
て
分
か
る
ん
で
す
」

と
語
り
ま
す
。
奏
者
と

リ
ー
ダ
ー
の
両
立
に
四

苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、

「
も
っ
と
良
い
音
に
な
る

は
ず
！
」
と
、
日
々
、
練

習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

彼
女
た
ち
に
校
歌
に
つ

い
て
聞
い
て
み
る
と
「
歌

う
の
で
は
な
く
、
演
奏
し

て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

学
校
行
事
で
は
、
吹
奏
楽

用
に
編
曲
さ
れ
た
校
歌
を

演
奏
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

十
一
月
で
引
退
を
迎
え
た

四
人
。
卒
業
式
で
は
、
後

輩
た
ち
が
校
歌
の
演
奏
で

門
出
を
祝
っ
て
く
れ
ま
す
。

「
誉
れ
の
桜
　
身
に
つ
け
て

　
　
鍛
う
わ
れ
ら
の
　
中
部
校
」

「
あ
あ
青
春
の
　
若
桜

　
　
知
性
豊
か
に
　
健
康
を
」

中
部
中
学
校
の
校
歌
に
二
度
登
場
す

る
は
、
学
校
の
正
門
か
ら
す
ぐ
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
沿
い
に
、
生
徒
た
ち
を
迎
え
る

よ
う
に
立
っ
て
い
ま
す
。「
今
年
の
入

学
式
は
、
ピ
ン
ク
の
花
び
ら
が
舞
っ
て

い
ま
し
た
。
新
入
生
も
、
思
わ
ず
見
と

れ
て
い
ま
し
た
よ
」
と
語
る
冨
澤
教
頭

先
生
。
桜
は
、
緊
張
し
た
新
一
年
生
を

和
ま
せ
、
そ
っ
と
背
中
を
押
し
て
く
れ

る
の
で
す
。「
生
徒
に
と
っ
て
、
桜
で

染
ま
る
街
並
み
は
馴
染
み
の
あ
る
光
景

で
す
」。
学
校
の
裏
を
流
れ
る
地
蔵
川

や
、
校
内
か
ら
煙
突
が
見
え
る
王
子
製

紙
工
場
も
桜
の
名
所
。
生
徒
た
ち
は
、

桜
に
囲
ま
れ
て
新
学
期
を
迎
え
ま
す
。

桜
は
、
市
民
の
成
長
を
ず
っ
と
見
守
っ

て
い
る
存
在
な
の
で
す
。

都 道　　　　　　市
府 県　　　　　　郡

歳
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大
好
き
な
地
元
・
春
日
井
と
つ
な
が
り
が
で
き
た

プ
レ
イ
×
ア
ー
ト
展

体
験
す
る
ご
と
に
繋
が
り
が
深
く
大
き
く
な
っ
て
い
く
心
地
よ
い
現
代

美
術
展
。
作
品
制
作
を
通
じ
、
地
域
と
繋
が
る
こ
と
を
作
家
さ
ん
が
考
え

て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

例
え
ば
『
サ
ボ
テ
ン
森
』
は
古
着
で
作
成
さ
れ
た
森
で
す
。
来
場
者
の

描
い
た
絵
を
、
作
家
の
安
部
泰
輔
さ
ん
が
古
着
を
使
っ
て
ヌ
イ
グ
ル
ミ
に

し
、
サ
ボ
テ
ン
森
に
絵
と
一
緒
に
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。『
み
ゃ
こ
ニ
ン

ゲ
ン
』
は
ハ
リ
ボ
テ
の
巨
大
な
猫
の
頭
。
商
店
街
の
店
で
猫
の
頭
に
入
り
、

周
り
の
景
色
を
見
渡
す
と
、
ま
っ
た
く
違
う
風
景
に
み
え
る
不
思
議
な
体

験
で
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
た
巨
大
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム

『
A
C

-

サ
ボ
テ
ン
』
で
は
、
居
合
わ
せ
た
観
客
と
対
戦
に
。
知
ら
な
い

人
と
仲
良
く
で
き
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
住
ん
で
い
る
地
元
・
春
日
井
。
展
覧
会
を
通
し

て
人
や
店
と
の
繋
が
り
が
で
き
る
な
ん
て
、
楽
し
く
て
斬
新
な
発
想
だ
と

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

ス
ィ
ー
ト
な
時
間
を
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
！

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ギ
タ
ー
、
バ
ン
ド
リ
ン
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
と
い

う
楽
器
で
ブ
ラ
ジ
ル
伝
統
の
音
楽
を
奏
で
る
シ
ョ
ー
ロ
ク
ラ
ブ
。
ラ
イ
ブ

は
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル
曲
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
会
場
は
大
人
の
音

楽
を
楽
し
み
に
来
た
人
々
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。『
小
さ
な
空
』
と
い
う
曲

で
は
繰
り
返
し
の
メ
ロ
デ
ィ
が
美
し
く
て
、
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

彼
ら
が
弦
を
指
で
弾
く
た
び
に
、
私
た
ち
は
身
体
ご
と
心
地
よ
い
音
楽

に
包
ま
れ
ま
す
。
中
盤
か
ら
登
場
し
た
歌
手
・
畠
山
美
由
紀
さ
ん
は
そ
れ

を
「
魂
が
と
ろ
け
る
よ
う
な
音
」
と
表
現
さ
れ
ま
し
た
。
彼
女
の
艶
や
か

な
声
と
あ
い
ま
っ
た
『
ベ
サ
メ
ム
ー
チ
ョ
』
や
『
M
y
　
f
u
n
n
y
　

V
a
l
e
n
t
i
n
e
』で
は
、ス
テ
ー
ジ
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
に
染
ま
り
、

カ
ク
テ
ル
が
似
合
う
よ
う
。
観
客
は
し
っ
と
り
と
し
た
歌
に
酔
い
し
れ
ま

し
た
。
お
土
産
に
、
春
日
井
市
の
人
気
ケ
ー
キ
シ
ョ
ッ
プ
特
製
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
が
一
人
一
人
に
配
ら
れ
て
、
心
だ
け
で
な
く
、
口

の
中
ま
で
た
っ
ぷ
り
甘
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Report○ テキスト＝かつみⅠ49

FORUM PRESSレポーターによるイベント記事

わたしレポート
Report○～○はHPで紹介します
　　  www.kasugai-bunka.jp/diary

50 53

 あそびでつながる広場 プレイ×アート展
11/16（土）～12/25（水）@文化フォーラム春日井・ギャラリー

第83回かすがい芸術劇場
畠山美由紀＆ショーロクラブLIVE
2/11（火・祝）@文化フォーラム春日井・視聴覚ホール

Report○48 テキスト＝いいさかかおる

体育館に飾られた校歌。
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チケット予約方法

2.電話予約

※会員電話先行予約期間のみ、先行予約を受け付けます。
※先行予約日が会員期限内であれば先行予約が可能です。また、チケット購入日が会
員期限内であれば、割引特典が受けられます。

PiPi会員の方（受付時間 9：00～ 17：00）

PiPi会員専用 先行予約電話

 0568-85-6078

※チケット発売初日のみ、10：00からの受け付けとなります。
※電話予約での座席の指定はできません。

一般の方（受付時間 9：00～ 21：30）

 0568-85-6868

チケット発売初日の販売開始時間
●文化フォーラム春日井2階・文化情報プラザ／窓口販売 9：00～
●かすがい市民文化財団／電話・インターネット予約 10：00～
●チケットぴあ／スポット・電話予約・ 
 コンビニ（サークルK、サンクス、セブンイレブン）での直接購入 10：00～
●ローソンチケット／電話予約・ローソン・ミニストップでの直接購入 10：00～
●セブンチケット／セブンイレブン マルチコピー機での直接購入 10：00～
●イープラス／ファミリーマート ファミポートでの直接購入 10：00～

P

P
P 文化フォーラム春日井春日井市民会館

かすがい市民文化財団 主催事業  チケットインフォメーション

1.インターネット予約
当財団ホームページから「オンラインチケットの予約・購入」をご利用ください。

※チケット受取方法は代金引換サービスのみとなります。
※全席指定公演についてはお好きな座席を選べます（一部公演を除く）。

文化はかすがい 検  索

チケット受取方法
1.文化情報プラザで受取り（営業時間 9：00～ 19：00）

文化フォーラム春日井2階の文化情報プラザで、チケットを料金とお引換えください。
取置き期間は2週間です。
※PiPi会員先行予約チケットの受取りは一般発売日以降になります。
※取置き期限が過ぎても自動的にキャンセルにはなりません。

2.郵送で受取り（代金引換サービス）
郵便局の代金引換サービスで、ご自宅にチケットをお届けいたします。
チケットと引換えに郵便局員に指定の代金をお支払いください。
※ご予約後、1週間程度でお届けします。日にち・時間の指定はできません。
※チケット代金の他に、送料として¥500程度が必要です。

※前売完売の場合、当日券はありません。　※チケットの価格は税込みです。
※予約済チケットや購入済チケットのキャンセル・払戻しはできません。

友の会PiPiは、こんなにお得!!

お電話一本で入会できます! 0568-85-6078

・一般に先駆けて申込み!  ・入場料が1～2割引!
・最新情報をご自宅にお届け!  他にもまだまだ特典あり!

ＪＲ中央本線「春日井駅」
北口より
・名鉄バス「鳥居松」下車すぐ
・徒歩 20分
・無料レンタサイクル 5分

かすがいシティバスで
お越しの方
・「市役所」下車すぐ

※駐車場は混雑が予想され
ます。なるべく公共交通機関
や乗合せをご利用ください。

レギュラー会員 ¥2,000／ゴールド会員 ¥3,000／プラチナ会員 ¥10,000

交通のご案内

2014 4-5月

Apr/May

Vol.61

松竹大歌舞伎   テキスト=おくだ健太郎

ミュージカル『小野小町』   テキスト=内館牧子

山下洋輔 × 松本治 インタビュー

谷本賢一郎 インタビュー vol.02

SERIES 映画・美術・自分史・音楽

突撃！ PiPi提携ショップ／最近、こんなの読んでます

みうらじゅん／ COMING SOON!

わたしレポート／校歌は、地域をうたう
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新 規 入 会 受 付 中！

“友の会PiPi”
かすがい市民文化財団

特典の
ご紹介！

かすがい市民文化財団

 “友の会PiPi” うれしい特典！７つの

1 チケットの先行申込みができます！
（一般発売より早い！）

2 チケットが割引価格で購入できます！（一般価格から1～2割引！）

3 イベント情報をご自宅にお届けします！

4「コロナシネマワールド特別ご鑑賞券」が特別価格！

5

6 提携ショップで様々なサービスを受けられます！

7 会員限定のスペシャルイベントに参加できます！

大人1,080円 小人 740円 ※3才以上高校生まで

「スターキャット直営館共通鑑賞券」が特別価格！
大人1,300円 ※伏見ミリオン座、センチュリーシネマで利用可能

●レストランバー Lime Stone  ●FUTURO cafe+dining  ●茶楽家 わ
れもこう  ●洋食ダイニング オガッシ  ●オガッシ食堂  ●いわま楽器  ●
丸十伊藤書店  ●とりとり亭 勝川駅前店  ●カフェ 百時  ●カフェ 
BERGEN  ●フラワーショップ 花元  ●美容室 ココ  ●美容院 
Atchoum（アッチュム！）  ●α cafe  ●ヒロ・ミュージックスタジオ  ●和食 
黒潮  ●（有）カワイ建築  ●バスケットボールPROSHOP  ブザービー
ター  ●ホテルプラザ勝川  ●パティスリー メリ・メロ  ●LOCH NESS
（ロッホネス）  ●ネイルズ ジューシー  ●蕎麦の三心  ●Barcafe Buono
（バルカフェ ボーノ）  ●Café Comodo（カフェ コモード）  ●CAFE 
CAWA  ●Re-style+cafe（リ・スタイル プラス カフェ）  ●Ho'o pono 
pono（ホオポノポノ）  ●地酒とワインの店 マルマタ  ●Cafe&Bar 
SQUARE（スクエア）  ●ベリーニ喜多川や  ●餅彦  ●Boulangerie 
L'Arc-en-Ciel（ラルカンシエル）　　　　　　　　　（平成26年3月1日現在）

５００ポイント
貯めると

会員価格
から、さら

に

５００円割引
！

※詳細は
お問合せく

ださい

ポイントを
貯めて

さらにお得
！

TEL 0568-85-6078

D-high DANCE CIRCLED-high DANCE CIRCLE
ディーハイ  ダンス サークルディーハイ  ダンス サークル

お問合せ 宙 -sora- TEL：090-1741-1145（代表）info@d-high.com春日井市鳥居松町4-168 春日ビル4Ｆ

▲OKB TVCM
コンテスト特別賞
TVCM出演　

初心者から経験者までしっかり対応

活動の様子はWebで！
www.d-high.com

ダンスが楽しく、
上手くなる！
講師陣も実力派揃い！

月曜 18：00～19：00  会場：宙 -sora-
「フォーラムプレス 61号見た」で
体験レッスン (要予約) 500円が無料！

初心者におすすめ！ 

入門クラス


